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農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき

農業経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業者の視点で、さまざまな情報をお届けします。
発行日／金曜日発行（月4回）　発行所／全国農業会議所
購読料／月額700円（税込）

片山勝彦委員の就任に伴い、杉森義弥委員の担当地区が変更になりましたのでお知らせします。

新規就任

担当地区変更

●名　　前：杉
すぎもり

森　義
よ し や

弥 委員
●住　　所：園部町曽我谷中土井5番地
●電話番号：0771-62-0409
●担当地区：上木崎町、河原町、内林町、木崎町、瓜生野、熊崎、新堂、
　　　　　　千妻、曽我谷 購読の申込は農業委員会事務局まで　電話 0771-68-0067

全国農業新聞を購読しませんか。

令
和
４
年
５
月
１
日
か
ら
、
農
地
の

所
有
者
な
ど
か
ら
の
申
請
に
よ
り
農
業

委
員
会
が
指
定
し
た
農
地
を
取
得
す
る

場
合
に
限
り
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可

要
件
の
う
ち
、
下
限
面
積
要
件
を
１
，

０
０
０
㎡
か
ら
１
㎡
ま
で
引
き
下
げ
ま

す
。
（
条
件
不
利
地
、
か
つ
、
小
規
模

農
家
の
参
入
に
よ
り
周
囲
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地
に
限

り
、
農
業
委
員
会
の
議
決
を
経
て
１
筆

ご
と
に
指
定
し
ま
す
。
農
用
地
区
域
内

農
地
な
ど
い
わ
ゆ
る
優
良
農
地
は
指
定

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

他
の
自
治
体
で
は
、
「
空
き
家
に
付

随
し
た
農
地
の
別
段
の
面
積
に
関
す
る

特
例
」
に
限
定
し
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、
南
丹
市
で
は
全

国
的
に
も
例
の
な
い
「
空
き
家
に
付
随

し
た
農
地
」
に
限
定
し
な
い
方
式
に
よ

り
導
入
し
ま
す
。

下
限
面
積
要
件
を
引
き
下
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
へ
参
入
し
よ
う
と
す
る

方
の
農
地
取
得
を
容
易
に
し
、
新
規
就

農
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
の

移
住
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
を
図
り
ま

す
。

農
地
取
得
の
下
限
面
積
引
き
下
げ
決
定
（
条
件
付
き
）

・
指
定
の
対
象
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
農
地

・
指
定
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
想
定
さ
れ
る
農
地

隣接する農地がない隣接する農地がない

市街化区域内農地市街化区域内農地

面積は10アール未満であっても面積は10アール未満であっても
面的な広がりのある農地面的な広がりのある農地

農地性があるとは言い難い土地農地性があるとは言い難い土地

豊かな豊かな
老後生活のために!!

老後生活のために!!
農業者年金農業者年金  に加入しませんか?に加入しませんか?

新たな農業委員が１名就任しました！！新たな農業委員が１名就任しました！！

加入者が語る、農業者年金の魅力加入者が語る、農業者年金の魅力
今
回
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
西
田
貴
彦
さ
ん
、
芳
恵
さ
ん
ご
夫
婦
で

す
。
お
二
人
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
新
規
就
農
さ

れ
、
現
在
「
京
都
丹
波
高
原
食
彩
あ
ん
」
で

手
作
り
無
添
加
の
安
心
安
全
な
ジ
ャ
ム
を
加

工
し
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
は
、
今
年
の
２
月
に
ご
夫

婦
で
加
入
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
さ
ん
か

ら
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
ご
自

身
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
お
調
べ
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
子
供
さ
ん
が
独
立
さ

れ
、
余
裕
が
で
き
た
こ
と
と
、
国
民
年
金
だ

け
で
は
不
安
な
こ
と
も
あ
り
、
老
後
の
た
め

に
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

加
入
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
確
定
拠

出
型
で
安
定
し
た
運
用
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
支
払
っ
た
保
険
料
が
全
額
控
除
さ
れ
る

こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
貴
彦
さ
ん
は
以

前
、
会
社
員
を
さ
れ
て
い
た
の
で
厚
生
年
金

と
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一

方
、
芳
恵
さ
ん
は
国
民
年
金
の
み
で
し
た
の

で
貴
彦
さ
ん
と
一
緒
に
農
業
者
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
さ
れ
ま
し
た
。
二
人
で
加
入
す

る
こ
と
で
控
除
さ
れ
る
金
額
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
一
番
の
魅

力
だ
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
、
35
歳
未
満

の
方
で
あ
れ
ば
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
の
保
険
料
は
負
担

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
安
心
で
豊

か
な
老
後
の
た
め
に
、
若
い
方
が
加
入
し
た

方
が
い
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
会
社
員
が
早
期
退
職
さ
れ
た
場
合
、

厚
生
年
金
が
な
く
な
り
、
国
民
年
金
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
農
業
を
す
る
こ
と

で
、
65
歳
未
満
ま
で
農
業
者
年
金
に
加
入
で

き
る
こ
と
が
大
変
魅
力
だ
と
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

今
後
は
加
工
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

の う ね ん

西田貴彦さん（左）
西田芳恵さん（右）

●名　　前：片
かたやま

山　勝
かつひこ

彦 委員
●住　　所：園部町大戸菖蒲ヶ谷8番地
●電話番号：0771-62-2491
●担当地区：船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方

日吉町田原

京丹波黒豆（左）京いちご（右）
西田さんの手作りジャム
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日
吉
町
で
農
業
始
め
ま
し
た

地
域
と
共
に
あ
ゆ
み
つ
づ
け
る
工
房

あ
ゆ
み
工
房
や
地
元
の
サ
ロ
ン

で
買
っ
て
い
た
だ
く
他
に
、
移
動

販
売
車
を
使
い
南
丹
市
役
所
・
園

部
高
等
学
校
・
北
桑
田
高
等
学
校

に
も
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
京
都
式
農
福
連
携

事
業
（
６
次
産
業
化
促
進
事
業
）

に
参
画
し
、
美
山
町
産
の
米
粉
と

卵
を
使
用
し
た
米
粉
カ
ス
テ
ラ

（
仮
称
）
の
商
品
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
愛
さ

れ
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
文
章
：
小
関
裕
美
施
設
長
）

（
取
材
：
倉
内
　
裕
委
員
）

あ
ゆ
み
工
房
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
一
般
社
団
法
人
あ
ゆ
み
会
が

運
営
す
る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・

生
活
介
護
事
業
）
で
す
。
現
在
は

平
屋
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
旧

平
屋
小
学
校
）
を
拠
点
と
し
て
、

下
請
け
作
業
や
ア
ル
ミ
缶
収
集
分

別
作
業
、
薪
作
業
、
美
山
蓮
如
滝

観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
へ
の
実

習
、
美
山
町
産
の
お
米
を
使
っ
た

米
粉
パ
ン
の
製
造
販
売
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
北
桑
田
高

等
学
校
美
山
分
校
や
地
元
農
家
で

収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
、
あ
ゆ
み
工

房
で
加
工
し
た
果
物
を
使
っ
た
季

節
が
味
わ
え
る
米
粉
パ
ン
が
人
気

で
す
。

い
る
そ
う
で
す
。

今
後
は
消
費
量
の
多
い
ジ
ャ
ガ

イ
モ
・
ナ
ス
・
オ
ク
ラ
・
き
ゅ
う

り
・
万
願
寺
唐
辛
子
な
ど
を
栽
培

し
、
冬
野
菜
で
は
、
白
菜
、
大

根
・
人
参
な
ど
を
栽
培
し
て
、
千

絵
さ
ん
の
勤
務
さ
れ
て
い
る

（
株
）
坂
ノ
途
中
へ
出
荷
す
る
ほ

か
、
地
域
の
方
々
へ
直
接
販
売
を

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
身
が
栽
培
し
た
白

菜
・
大
根
・
き
ゅ
う
り
な
ど
で
自

家
製
キ
ム
チ
作
り
に
も
取
り
組
み

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

（
取
材
：
前
田
利
治
委
員
）

ミ
ョ
ン
さ
ん
は
、
昨
年
３
月
に

妻
の
千
絵
さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
３

人
で
南
丹
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
を

利
用
し
て
胡
麻
へ
移
住
さ
れ
ま
し

た
。京

丹
後
市
の
農
家
で
１
年
間
有

機
栽
培
を
勉
強
さ
れ
、
自
宅
近
く

で
60
ａ
の
農
地
を
借
り
、
今
年
か

ら
本
格
的
に
有
機
野
菜
の
栽
培
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
５
月
に
は
、
昨
年
植
え

付
け
を
し
た
玉
ね
ぎ
を
収
穫
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
は
「
ぽ
か
ら
農
園
」
で
季

節
の
野
菜
を
、
直
接
販
売
さ
れ
て
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に
地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
旬
の
野
菜
を
提
供
し

て
く
だ
さ
る
農
家
さ
ん
と
、
そ
の

素
材
を
活
か
し
販
売
す
る
「
園
部

町
つ
つ
じ
の
会
」
、
そ
し
て
販
売

さ
れ
た
商
品
を
必
要
と
し
て
く
だ

さ
る
消
費
者
の
方
々
と
良
好
な
関

係
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
部
会
代
表
の
片
山
弥
生

さ
ん
は
、
「
日
本
に
は
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
い
味
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
豊
か
な
食
文
化
を

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
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材
：
内
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政
博
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員
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：
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「
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つ
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じ
の
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は
、
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の
駅
「
京
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」
の
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と
あ
わ
せ
て
、
平
成
15
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に
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売
活
動
を
開
始
さ
れ
た
女

性
の
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
で
す
。

現
在
、
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の
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を
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や
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寿
司
の
販
売
、
オ
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ル
の
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も
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っ
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す
。
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め
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都
丹
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は
、
丹
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や
黒
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、
壬
生
菜

や
水
菜
な
ど
「
京
野
菜
」
の
産
地

の
た
め
、
地
産
地
消
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
お
米
及
び
お
肉
、
野
菜
は
主

（園部町曽我谷）

農
家
と
消
費
者
を
繋
ぐ
架
け
橋
に

コ
ー
ヒ
ー
と
カ
レ
ー
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
店

まちかど通信まちかど通信まちかど通信
地元で活躍されている方や農業に関する取り組み、
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を
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、
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を
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が
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を
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と
い
う
思
い
か

ら
、
令
和
３
年
11
月
に
お
店
を

オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
夢
で

あ
っ
た
ポ
ニ
ー
（
エ
ー
ル
君
、
４

歳
）
も
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

店
内
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
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で

エ
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ル
君
を
眺
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る
こ
と
も
で
き

時
間
を
忘
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し
ま
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す
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中
野
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「
沢
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の
お
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来
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け
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、
多
く

な
り
す
ぎ
る
と
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く
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で
も
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い
」
と
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で

話
さ
れ
て
い
ま
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と
、
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と
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ン
ケ
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キ
を
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べ

な
が
ら
エ
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ル
君
を
眺
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る
の
は

い
か
が
で
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ょ
う
か
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今
後
は
、エ
ー
ル
君
の
堆
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を
使

用
し
て
、循
環
農
法
に
取
り
組
み
、

地
元
の
方
に
野
菜
を
作
っ
て
も
ら

い
、そ
の
野
菜
を
使
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て
カ
レ
ー
を

作
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い
き
た
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そ
う
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仮
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あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

株式会社ぎばさん

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
～

す
！
」
元
気
な
明
る
い
あ
い
さ

つ
で
（
株
）
ぎ
ば
さ
ん
の
朝
は

始
ま
り
ま
す
。
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
事
業
所
と
し
て
職
員
８

名
、
利
用
者
23
名
そ
の
内
約
10

名
の
方
が
八
木
町
刑
部
の
農

場
・
作
業
場
で
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
耕
作
し
て
い
る

畑
地
は
約
1.2　

と
水
耕
栽
培
用

ハ
ウ
ス
約
２
０
０
㎡
で
季
節
に

応
じ
た
作
物
を
栽
培
し
、
選

果
、
袋
詰
め
、
流
通
ま
で
一
貫

し
て
行
い
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ナ
ス
・
オ
ク
ラ
な
ど
の
野

菜
か
ら
、
大
豆
な
ど
の
穀
物
ま

で
を
地
産
地
消
で
消
費
者
に
届

く
よ
う
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

取
材
に
訪
れ
た
時
は
、
水
耕
で

水
菜
の
べ
ビ
ー
リ
ー
フ
が
育
っ

て
い
ま
し
た
。

代
表
者
の
方
は
、
「
も
っ
と

人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た

い
！
」
と
の
思
い
を
強
く
持

ち
、
色
々
な
研
修
を
受
け
ら
れ

る
中
で
、
就
労
支
援
に
出
会
わ

れ
ま
し
た
。
農
業
を
通
じ
て
就

労
支
援
を
し
て
い
こ
う
と
志
さ

れ
、
令
和
２
年
７
月
に
よ
り
良

い
農
地
を
求
め
八
木
町
に
越
さ

れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
か
ら

優
し
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
今
で
は
刑
部
地
区
と
西
田

地
区
に
農
場
を
拡
げ
ら
れ
ま
し

た
。
晴
れ
の
日
は
畑
を
耕
し
、

作
物
の
手
入
れ
・
収
穫
を
行

い
、
雨
の
日
に
は
畑
に
出
ら
れ

な
く
て
も
、
器
具
の
手
入
れ
か

ら
パ
ッ
ク
シ
ー
ル
の
作
成
ま

で
、
利
用
者
の
方
々
が
継
続
的

に
就
労
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
々
は
農
業
で
大

地
と
作
物
に
接
し
て
い
る
と
、

良
い
影
響
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

で
、
仕
事
に
従
事
し
て
し
ば
ら

く
経
つ
と
顔
色
も
表
情
も
良
く

な
り
、
自
ら
リ
ー
ダ
ー
的
な
存

在
に
な
る
方
も
い
る
よ
う
で

す
。
も
し
か
す
る
と
農
業
は
自

然
の
営
み
を
人
が
お
手
伝
い
す

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

代
表
の
方
は
出
来
る
だ
け
農

薬
な
ど
環
境
負
荷
の
あ
る
も
の

を
使
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う
な

農
業
を
目
指
し
て
、
消
費
者
の

方
に
も
よ
り
安
心
い
た
だ
け
る

作
物
を
届
け
て
い
け
る
よ
う
に

し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

地
元
や
ほ
か
の
地
域
か
ら
も

「
高
齢
で
農
業
が
続
け
ら
れ
な

い
。
作
付
け
し
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
か
？
」
と
言
う
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
。
「
も
っ
と
人
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
志
の
実
現
を
日
々
実

践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
取
材
：
波
部
尚
徳
委
員
）

利
用
者
と
地
域
の
方
の
安
心
・
安
全
・
笑
顔
の
為
に
‼

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総　　会 7日(木) 5日(金) 5日(月) 5日(水) 7日(月) 5日(月) 6日(金) 6日(月) 7日(火)
申請期日 20日（水）19日（金）20日（火）２０日（木）１８日（金）２０日（火）２０日（金）２０日（月）２０日（月）
現地確認 ２5日（月）２５日（木）２6日（月）２５日（火）２５日（金）２６日（月）２５日（水）２４日（金）２３日（木）

■ 田（水稲）の部 （単位：円/10アール、筆）

平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数
市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 0

市街化区域
以外の地域

園部・八木地域 5,100 10,000 2,100 31 119
日吉地域 5,100 7,300 2,300 7 40
美山地域 − − − 0 81

（参考）南丹市平均 5,100 − − − −

■ 畑（普通畑）の部 （単位：円/10アール、筆）

平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数
市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 0

市街化区域
以外の地域

園部・八木地域 − − − ０ 1
日吉地域 − − − 0 1
美山地域 − − − 0 2

（参考）南丹市平均 − − − − −

開催日 主な会議・事業名
7月 11日(月) 荒廃農地等利用状況調査・農地パトロール（〜15日）

8月
19日(金) 管内視察研修
23日(火) 地域別検討会（〜24日）

10月
28日(金) 農業委員会だより「なんたん」49号発行
下旬 農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書提出

11月 17日(木) 管外視察研修（〜18日）
1月 下旬 農業者等との意見交換会
2月 24日(金) 農業委員会だより「なんたん」50号発行

令和3年1月から12月までに締結（公告）された南丹市の賃借料水準（10アールあたり）は下表のと
おりです。農地の賃貸借契約の際には、あくまで目安として活用してください。貸し手と借り手で十
分に話し合い、お互いが納得できる額で決定してください。

農業委員会 活動計画表（予定）

農地の賃借料情報

ha

（令和4年6月発行　No.48）（令和4年6月発行　No.48） 67



あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。
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ざ
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。
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８
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受
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の
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る

作
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に
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ま
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「
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で
農
業
が
続
け
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な
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作
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え
な
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だ
ろ
う
か
？
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と
言
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声
が

寄
せ
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る
と
伺
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ま
し
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。
「
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人
の
役
に
立
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」
と
志
の
実
現
を
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々
実
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。

（
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の
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・
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の
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に
‼
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平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数
市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 0

市街化区域
以外の地域

園部・八木地域 5,100 10,000 2,100 31 119
日吉地域 5,100 7,300 2,300 7 40
美山地域 − − − 0 81

（参考）南丹市平均 5,100 − − − −

■ 畑（普通畑）の部 （単位：円/10アール、筆）

平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）データ数
市街化区域 園部・八木地域 − − − 0 0
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以外の地域

園部・八木地域 − − − ０ 1
日吉地域 − − − 0 1
美山地域 − − − 0 2

（参考）南丹市平均 − − − − −

開催日 主な会議・事業名
7月 11日(月) 荒廃農地等利用状況調査・農地パトロール（〜15日）

8月
19日(金) 管内視察研修
23日(火) 地域別検討会（〜24日）

10月
28日(金) 農業委員会だより「なんたん」49号発行
下旬 農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書提出

11月 17日(木) 管外視察研修（〜18日）
1月 下旬 農業者等との意見交換会
2月 24日(金) 農業委員会だより「なんたん」50号発行

令和3年1月から12月までに締結（公告）された南丹市の賃借料水準（10アールあたり）は下表のと
おりです。農地の賃貸借契約の際には、あくまで目安として活用してください。貸し手と借り手で十
分に話し合い、お互いが納得できる額で決定してください。
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委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅

◆
広
報
委
員
会

谷
口
　
定
己

川
勝
　
芳
明

　杉
森
　
義
弥

辻
田
　
榮
治

寺
尾
　
義
延

内
藤
　
　
彰

内
藤
　
政
博

　川
勝
　
　
清

小
早
川
健
一

橋
本
　
治
樹

波
部
　
尚
徳

　井
上
　
雅
晶

前
田
　
利
治

　梅
津
　
義
明

倉
内
　
　
裕

藤
原
　
忠
司

三
﨑
　
正
子

事
業
の
取
組
、
作
業
や
懇
親

会
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
る
な

ど
、
明
る
く
暮
ら
し
や
す
い

農
村
の
構
築
に
努
め
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。活

動
さ
れ
て
い
る
会
員
の

皆
さ
ん
は
、
「
就
業
者
の
高

齢
化
」
、
「
耕
作
放
棄
農
地

の
増
加
」
な
ど
近
い
将
来
の

農
村
を
見
据
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
溢
れ
る
明
る
く

住
み
よ
い
農
村
を
作
ろ
う
と

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
村
の
あ
り

方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
訪
問

で
し
た
。

（
取
材
：
杉
森
義
弥
委
員
）

園
部
町
曽
我
谷
地
区
の

「
農
地
環
境
保
全
作
業
部

会
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

部
会
は
、
非
農
家
の
参
加

を
含
め
農
事
組
合
、
水
利
組

合
と
連
携
し
て
、
鳥
獣
害
対

策
や
遊
休
農
地
の
活
用
と
保

全
管
理
、
土
地
改
良
事
業
取

組
、
そ
し
て
会
員
相
互
の
親

睦
を
テ
ー
マ
に
取
組
み
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
親
睦
で
は
、
年
一

度
の
懇
親
旅
行
や
食
事
会
と

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。会

長
の
高
屋
昭
平
さ
ん

は
、
「
部
会
の
活
動
を
通

じ
、
耕
作
放
棄
農
地
の
発
生

防
止
、
助
成
金
を
活
用
し
た

美
山
町
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
で
白
や
黄

色
の
ス
イ
セ
ン
の
花
が
畔
道
に
彩
を
添
え

て
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。

縁
側
で
休
ん
で
お
ら
れ
た
年
配
の
女
性

の
方
に
、
昔
話
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。４

月
に
は
、
水
辺
に
浮
か
ぶ
満
開
の
桜

に
目
を
引
か
れ
が
ち
で
す
が
、
清
ら
か
な

花
を
咲
か
せ
る
ス
イ
セ
ン
も
ま
た
美
し
い

と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
、
こ
の
ス
イ
セ
ン
に
囲
ま
れ
た

風
景
に
出
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

〜
里
の
畔
道
を
彩
る
ス
イ
セ
ン
〜

「田植が始まった」と聞き、カメラ片手にかけつけました。四方を山に囲まれ、連なる山からの湧水で代かき
をしたと聞きました。五月初旬に植え始め、緑の曲線で繋がる圃場。収穫量は少ないが自然の中での農作業が楽
しいと話され、日焼けした額から流れる汗を拭う様子が活き活きとした姿に見えました。　（谷口定己 委員）

農
地
保
全
管
理
と
将
来
の
農
村
を
見
据
え
て

　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらで、地域ならではの魅力的な取り組み
がされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

旅人：梅津義明 委員

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067
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